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場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：１０月１５日（火）  

１１：００～１２：００ 

気軽に発声練習してみませんか？ 

大人向けの音読会です。 

もちろんお子さんも参加できますよ☆ 

１０月のテーマは、『グリム童話』！ 

 

１０月９日、２３日 ⇒１０：００～ 

１６日 ⇒１０：３０～ 

１０月２０日（日） 

   １１：００～１１：３０ 

明野図書館 児童室でお待ちしてます！ 

場所：明野図書館 カウンター前 

テーマは「スポーツ」 

スポーツの秋にピッタリ！  

チェックを忘れずに！ 

明野図書館では、火曜日がショート託児 

（予約制です。1週間前から電話予約ＯＫ） 

木曜日が育児サポート 

簡単な育児相談もできますよ！ 

（詳しくはカウンターまで） 
 

 
 

タイトル文字：滝平二郎 

 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：１０月１９日（土）１０：３０～ 

「おじゃる丸 さらばまったりの日々よ」 

(上映時間：４０分） 

※お申込不要です。無料でご覧いただけます。 

 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：１０月２７日（日）  

１１：００～１２：００ 

みんなで一緒におりがみを折りましょう☆ 

お申込不要。大人の方もぜひどうぞ！ 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：１０月２６日（土） 

   １０：００～１１：３０ 

今年もハロウィンの季節がやってきた♪ 

楽しいお話や歌がまってるよ。 

仮装しての参加も大歓迎！ 

図書館からのお知らせ 

１１月９日（土）９：００～１４：００ 

閉館いたします。 

１４：００～開館いたします。 
（※公民館にて報徳サミット開催の為） 
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古い村落に新しい息吹が生まれた！ 

植木 正明 

 

 私の住んでいるところは筑西市の西方、旧関城町の更に西の端「肥土（アクト）」で行政地区名は「本

郷」と呼ばれている。地名の示す通り古くから歴史を紡いできた土地柄で、住む人たちも胸の中に自分た

ちの集落に誇りや自尊心を持っていたとしても不思議ではない。 

 国府石岡の鹿の子Ｃ遺跡で発見された漆紙文書にある「関里」はわが肥土地域ではないかと関城町史

は述べている。 

 肥土の北辺から西辺を通り鬼怒川に至る道は県道であり、以前渡し舟が活躍した川向こうには奈良時

代に栄えた結城廃寺跡があり、中世の館跡といわれる東持寺（通称梅寺という）があり、肥土は下総国と

常陸国を結ぶ交通のカナメの位置を占めていたと云える。 

 その所為か私たちの集落内の道路は南北に四本、東西に五本、碁盤の目のように通っている。その

為、よそから訪ねてきた人が目的の家を探しあてるのは至難の業だ。 

 壮年のメンバーが動き始めた。彼らは自分たちの集りを「肥土会」と名づけ、失われつつある「人との絆

の再構築と再生」に取り組み始めた。 

 先ず各道路に名前をつける。材料は廃材を利用、設置場所の選定と地主との交渉、板に名称を揮毫、

そして立派な案内標示柱が立てられた。集落外の人だけでなく集落の人からも評判がいい。訪問先を聞

かれても教えやすいからだ。 

 集落の中の竹林を整備、そこに自生している浦島草を保護、繁殖させ「浦島草まつり」を開催している。 

 中年の人たちも立ち上がった。集落を訪れる人、通りかかる人たちに「肥土に来てよかった！」と思って

いただけるよう、〝オモテナシ〟の心でお迎えしよう、と集落の入口に季節の花が咲くように球根や苗の

植付けに取り組んだ。作業にかかった最初の場所が集落の東を流れるはんにち堀の法面だったので「は

んにち堀の会」と名付け「彼岸花まつり」「菖蒲まつり」を開催して集落の内外の人から好評を得ている。 

 はんにち堀の会には女性も多く加入し、年に一度行われる研修視察、他市町村の同じ活動をしている

団体との交流も成果を上げている。 

 この二つの会の活動は新聞やテレビで取材されることも多く、この肥土を訪ねられる人も年々その数を

増し、水戸や牛久、龍ヶ崎辺りから尋ねて来られる方もおられる程である。 

 この二つグループの活動は〝肥土〟の名や姿を筑西市内外に拡めた、という力も大きいが何といって

も最大の功績は近年薄れつつある人と人との触れ合い、絆を強くしていく起爆剤として大きな役割を果た

してきているということである。これからの活動に期待すると共に後に続く人の育成にも心を使っていただ

きたいと思っている。 

 

うえき まさあき／関城文芸会長・ＮＰＯ法人 梨想の会監事 

 


